小学校教員養成における図画工作の教材研究（1） by 松田 俊哉 & 井上 京太
35
小学校教員養成における図画工作の教材研究（1）
松 田  俊 哉・井 上  京 太
拙著『図画工作科の指導論』では教材観と指導法の関係を，観点別評価法や指導案作
成法を軸に論じた。その内容を，講義科目「教科教育法（図画工作）」での学年別の指
導案作成と模擬授業を通し，実践的な指導法として具体化する。他方で図工科の指導法
には一定の実技力が求められる。実技力とは教材観を反映した美術表現力であり，表現
の根幹となる発想構想面の資質と技能面の能力を指す。要は論理的な指導法の確立のた
めの美術表現力であり，各題材の意義を具体化した教材制作は図工科指導の条件となる。
これらの事由から本論を，小学校教員を目指す学生を授業者に位置付けた実技の教材
制作論とする。これは教材価値に基づく実技観として教材研究に位置付けられる。
本論の「Ⅰ .実技の基礎知識」では美術表現の素材と道具及び造形要素の概要を述べ，
「Ⅱ .実技教材の教材制作」では授業者による制作の課題や意義を教材制作観として論
ずる。
Ⅰ．実技の基礎知識
素材と道具，及び造形要素は不可分の関係として美術的諸能力の育成の中核を成す。
操作や行為である身体性と，思考や感性が連動し表現を成立させるからである。これを
実技指導の前提に置く。
1. 素材と道具
図工科では素材と道具があって初めて表現になる。更に，両者の活用は豊富な教育的
内容を含み，学習目標と繋げた表現活動に大きな役割を果たす。
図工科 6年間の約 300時間の中で扱う素材と道具は，授業者の裁量にもよるが，各々
30～ 80種類の範囲で扱う。これは学習指導要領が規定する学習内容から想定した量で
あるが，活用内容は題材の教材観から導かれる。この背景には，素材に対する適正な道
具の活用法が児童の発想や構想を引き出し，創意工夫が作品として具体化する，という
美術教育の原型が見出される。
素材と道具は学習目標と発達段階に準じ段階的かつ継続的に取り扱われ，その活用回
36
数は題材により単数回と複数回に分かれている。基本的には素材と道具の活用は 6年間
をかけ少しずつ習得すると捉える。その経験がもたらすものとは，主体的な活動である
「描く」や「つくる」という行為が感情や想像を表現として具現化する事であり，そこ
に素材と道具の関係が働き合い，児童の思いや願いをかたちに実現する意味は大きい。
2. 手指の働き
道具とは手指の代替であるが、その働きを身体性で考えたい。素材と道具を扱う事は
手指を使う事であり，視覚や触覚等の五感で得た情報が脳に伝えられ、脳の指令が手指
を動かす。その動作の過程で得た手指や目，他の身体部位の情報から更に目的に合う動
きに調節していき，同時に脳は動きや情報に対する学習を行う。この反復を通し脳は動
きの情報や操作に慣れ，その動作は確実なものになっていく。つまり，技能を獲得する
のである。
手指の機能と大脳の運動中枢神経の関係は，単なる身体機能の運動性に留まらない。
技能の獲得は目的であると同時に，発想や構想を引き出す手段であると捉える。それは
手指の働きの多様さや頻度，脳機能，他の身体部位という広範囲の刺激とその反復から，
何をどのように「描く」「つくる」のかという思考力を生み出していく。素材と道具の
活用が，美術的諸能力の育成において大きな位置を占めるのはここにある。
もとよりこの運動性の芽生えは既に幼児期に表れる。幼児期の手を開くや閉じるとい
う本能的な動きに始まり，指による摘むと持つ，手指による持ちながら動かす等の働き
にそれは見られる。この働きは徐々に簡単な道具を使う段階へと進み，紙を折る・紙を
畳む・紐を結ぶ・鋏で切る・小刀で鉛筆を削る・筆で彩色する等，初歩的な手指の動作
は学習を通して身に付けられる。手指の動きがそれを支えるが，もとより手指自体が最
高の道具であるのは言うまでもない。手指の操作は学習の有無に関わらず，日常の中で
脳機能と連動しながら発達していく。
図工科では，興味関心が増し習熟度が著しい低学年でも技能は習得可能であり，出来
る限り多くの道具使用の場を設けたい。更に手指の動きが巧みさを増す中高学年では素
材と道具は種類も数も多くなり，制作の計画立案，素材の収集や特性の理解，それに対
応する道具の選択と活用法が活発化していくように学習内容が組まれている。
このように「描く」や「つくる」における素材と道具の活用は，技能を覚えていく過
程で感じ考えながら表すという思考と感性の育成に繋がっていく。それは創意工夫の意
欲を引き出し，発想の視点を見出す教育法である。
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比喩的に手指と素材や道具は対話の関係にある。豊富な対話を通して「描く」や「つ
くる」事への思いが深まっていく。これを図工科の表現の基本とし，その経験を通して
知恵と創造性に繋げる事が素材と道具による教育の意義なのである。
3. 図工科の素材と道具の種類
図工科で想定される素材を種類別に，道具を活用別にまとめた。小学校 6年間で物理
的に素材と道具の全てを網羅できるものではないが，多くの題材の中で可能な限り素材
と道具の連動的な活用を設けるのが好ましい。素材と道具の活用の経験が豊かで多面的
な思考と感性を育む事を念頭に，造形的な創造活動の題材化が求められる。
尚，ここに挙げる素材には道具と重複する物が一部あるが，組成成分と使途の立場か
ら素材に分類している。
○素材
・描画材
不透明水彩絵具・透明水彩絵具・ポスターカラ ・ーアクリルガッシュ・ジェッソ下地材・
クレヨン・コンテ・クレパス・墨・鉛筆・色鉛筆・ボールペン・フェルトペン・版画
用インク・水溶性ペンキ・水溶性二ス
・紙類
画用紙・上質紙・折り紙・模造紙・ワトソン紙・ケント紙・型紙・厚紙工作紙・段ボー
ル材・巻き段ボール材・紙芯材・和紙・方眼紙・トレース紙・カーボン紙・紙やすり・
紙テープ
・木材類
板材・合板（しなベニヤ板）・青竹・しの竹・竹ひご・竹串・割り箸・爪楊枝・角棒・
平竹・ひのき棒・糸巻
・加工物
セロハンテープ・ガムテープ・プラスティック板・塩化ビニール板・パラフィン紙・
セルロイド紙・ゴム類・発砲スチロール・スチレンボード・バルサ材・蝋・ナイロン
製天蚕糸・粘土（油 /紙 /土 /粉）・テラコッタ・黒化液・重曹
・自然物
小枝・幹・葉・貝殻・木の実・石・土・砂・土粘土・焼成用粘土
・金属類
釘・ボルト・ナット・針金・アルミニウム針金・銅線・ピアノ線・モール・アルミ板・
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真鍮版・銅板・亜鉛引き金網・ステンレス網・金属磨き粉・はとめ玉・ステープル
・身辺材
凧糸・ミシン糸・麻紐・シュロ縄・ペットボトル・トレイ・プラケース・ビニール袋・
空き缶・スチール缶・瓶・グラス・板ガラス・キャップ類・ボタン・クリップ・画鋲・
ビーズ・ビー玉・モール・紙パック・紙皿・紙空箱・新聞紙・広告チラシ・綿・布類
・接着剤
ふえき糊・合成糊・木工用接着剤（酢酸ビニル樹脂）・ビニール用接着剤・金属接着剤（特
殊シリコン変性ポリマー）・ガラス用接着剤（特殊シリコン変性ポリマー）・陶磁器用
接着剤（特殊シリコン変性ポリマー）・スチレン用接着剤・革用接着剤
○道具
・描く /混ぜる /引く /ぼかす /測る /留める（描画・デザイン）
筆（平 /丸 /小 /面相）・刷毛（大 /中 /小）・ぼかし刷毛・竹ペン・ぼかし金網・毛筆・
片玉溝引棒・烏口・パレット・水入れ・霧吹き・ホーローボール・定規・三角定規・
分度器・コンパス・ホッチキス
・切る /穴あけ /つまむ /留める（紙工作）
鋏・カッターナイフ・小刀・特殊な切断器（ペットボトル用等）・千枚通し・目打ち，
ピンセット・穴あけパンチ，はとめパンチ
・切る /穴あけ /研磨 /削る /打つ /組む /抜く /測る（木材工作）
両刃鋸・片刃鋸・糸鋸・電動式糸鋸・錐（四つ目 /三つ目 /ねずみ歯）・ハンドドリル（手
動 /電動）・研磨機・サーフォーム・平鉋・木工やすり・紙やすり・のみ・小刀・金槌・
げんのう・釘抜き・木槌・端金・Gクランプ・万力・巻尺・のぎす・差し金
・切る /曲げる /打つ /押す（金属工作）
ペンチ・ラジオペンチ・金属用鋏・やっとこ・金切鋸・銅板切り・金属やすり（平 /半丸）・
打ち出したがね・つの床・金属ブラシ・万力・直角定規・金槌・彫金へら
・彫る /刻む /転がす /押す /盛る /刷る（紙版・木版・孔版・型押し版）
彫刻刀（丸 /平 /三角 /切出し）・ニードル・版画作業板・カッターナイフ・鋏・ゴムロー
ラー・ばれん・スポンジ・インク練板・練べら・スキージ・プレス機
・モデリング /成形する /組む /たたく /打つ /彩る（塑像・焼成）
粘土ベら（各種）・陶芸用こて・かきべら・成形用かんな・粘土貯蔵容器・ろくろ（電
動・手廻し）・叩き板・粘土練板・金槌・両刃鋸・ドリル（手動 /電動）・刷毛・筆
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4. 造形要素
美術表現を成立させる基本的な造形要素には，色彩・点・線・面・空間・絵肌・かた
ち・塊がある。これらは主に視覚と触覚で捉えられ，表現の志向により諸要素は連動す
る、或いは単独で表現が成り立つ。表現形態に関わらず諸要素の表現は多種多様に及び，
その傾向や種類を一括りに定義できるものではない。ここでは図工科の実技指導に要す
る対象に限定して造形要素の特性をまとめた。
　（1）色彩
色彩現象を色彩科学の分野で論理的に体系化した，アルバート・Ｈ・マンセルの色彩
表記に従い色彩の特徴を提示する。マンセル色彩体系では色の性質や属性を分類し色を
体系化している。
下記の各項目は色彩教育の基本事項である。授業者は客観的な色彩科学の原理を理解
し，児童の色彩に対する主観性（感じ方）を引き出し表現へ繋げられるよう指導する。
低学年では色彩の美しさや不思議さを楽しむ，中学年では自ら色を混色して色をつくる，
高学年では観察を通した混色や重色の彩色法を学ぶ，というように色彩表現を段階的に
展開する。特に高学年の描画題材において，基本的な色の体系を基にした色の知覚効果
や配色表現の指導に反映させたい。
　1.色の体系
・無彩色と有彩色
白から黒までの階調にある色味のない色を無彩色、それ以外の色味のある色を有彩色
という。
・色の三属性
全ての色覚は色相・明度・彩度という三つの属性に分けられ，三属性は全ての色の位
置を表す色立体の色球で表せる。色球の赤道上にある円形上の並びを色相環，中央の縦
軸は明度の階調，垂直な明度軸から直角にある横軸は彩度の階調となる。水平に切った
面上ではひとつの色のひとつの明度，縦に切った半円面上ではひとつの色相，明度軸を
中心とした同心円筒上では同じ彩度というような色立体を形成している。
・色相
色相とは色合いの違いである。その基本となる色相環は色立体の赤道上で表される。
色相環の各 120度の位置には三原色の赤・黄・青があり，同じ円面上の類似色相の並び
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は三原色の混色の度合いで色味が測られる。また，同心円面上の相対する色同士を補色
の関係といい、補色同士を混色すると限りなく黒に近い色を得られる。色彩科学的には，
色相は目の網膜に辿り着いて色覚を作り出す光の波長の差としている。因みに，光の三
原色は赤みの橙・緑・青で，この三原色を混ぜると無彩色が得られる。
・明度
明度とは色の明るさの度合いである。色立体の縦軸の無彩色で測る明度の階調と，縦
軸の数値に準じた有彩色の明度で度合いを測る事ができる。明度は縦軸の上方が高く下
方に進むに従い低くなる。また，明度はある色に白を混色すると高くなり，黒を混色す
ると低くなるとしている。
・彩度
彩度とは有彩色の鮮やかさの度合いであり，強さ・高さ，中くらい，弱さ・低さで測る。
彩度は色立体の中心軸から遠いほど低く，近いほど高い。また，彩度はある色に白を混
色しても黒を混色しても低くなるとしている。
　2.色の知覚効果
・色の対比
同色であっても周囲の色の影響でその色が変わって見えるが、このような現象を色の
対比という。無彩色で言えば，同じ灰色を白地と黒地それぞれの上に描くと，前者は暗
く後者は明るく見える。これを明度対比と言い，高明度と低明度を使った基調による画
面効果である。同様に，有彩色では同じ色が周囲の色の影響で変わって見える現象を色
相対比，彩度が変わって見える現象を彩度対比という。後者は高彩度と低彩度を使った
基調による画面効果である。彩度対比には補色の影響で起こる現象があり，ある色を相
対する補色の上に描くと彩度が高く見える。これを補色による彩度対比という。
・色の同化
同時に見る色と色の差が強調されて見える色の対比に対し，色と色とが接近して見え
る現象を色の同化という。同系色，或いは，色相環の隣接し合う複数の色の組み合わせで，
同程度の明度や彩度にある色が並べられる，及びある色の上に置かれる場合，互いに近
づきあって見える。
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　3.色の配色
・主調色
配色された画面の中で基調となり，画面の中で広い面積に用いられ，全体的に統一し
ている色を主調色という。
・アクセントカラー
主調色に対し，狭い面積に用いられても画面全体の調子を高めたり，引き締めたりす
る色をアクセントカラーという。
・対照色
対照的な色同士の組み合わせにおいて，相反し強い色調を生む対立感，互いに引き立
て合い強い感じの調和感というように分かれる。後者については対照の調和という。
・類似色
似た色同士が響き合い穏やかな調和感を生む場合を類似の調和という。
　（2）点・線・面・空間
点線面と空間の連続性は平面と立体の造形概念である。図工科では，描画やデザイン
における点描・線描・面描・点彩色・線彩色・面彩色・構図の空間性・平面的空間性・
透視画法の空間性，凹版画や凸版画における線刻・面刻，孔版画の線的構成・面的構成，
紙工作における面構造・立体的空間性・展開図の図面作成，金属工作における線構造・
立体的空間性というように，点線面と空間の視点は多岐に学習化されており，また概念
自体が美術表現に成り得る。
造形概念について，連続的な平面の幾何学を公理的方法で扱ったユークリッド幾何の
定義でみていきたい。点とは部分を持たない，線とは幅のない長さである，線の端は点
である，直線とはその上にある点について一様に横たわる線である，面とは長さと幅の
みを持つものである，面の端は線である（第 1巻定義）。立体とは長さと幅と高さを持
つものである，立体の端は面である（第 11巻定義）。
これを図工科の造形観に転用した上で，線は点の無数の連なり，面は線の無数の集合，
線と面は点の無数の集合であり空間は無数の面の集合，というように造形の連続性を簡
潔に整理する。要は，児童の空間構造の理解である。授業者は造形概念を表現に内在す
る視点と受け止め，造形性に基づく学習を発達期に適正な教材観で設定し，具体的で平
易な造形表現に転化する事が課題となる。
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　（3）かたちと塊
これは平面でのかたちと立体での塊に分けられるが，前項の連続する造形概念である
面と空間の概念が発展的に形状化したものと捉える。平面では幾何的な円・三角形・正
方形・長方形・五角形以上の多角形，及び表現の多くを占める不定形，立体では幾何的
な球・三角柱・立方体・直方体・多面体（多角体）・円柱・多角錐・円錐・多面体，及
び表現の多くを占める不定形体である。
ドイツ・ルネッサンス期のアルブレヒト・デューラーや後期印象派のポール・セザン
ヌは絵画制作を通して「この世界は球と円柱，円錐で構成される」とし，この三形態以
外はその変形であるという分析をしている。変形とは簡略化と複雑化の造形操作であり、
そのなかで種々様々の形態が生まれると解釈できる。これは一見複雑な視覚的な形状を，
絵画の立場で純粋形態学的に還元した合理的視点と言える。
授業者は形態分析を図工科に置き換え，かたちや塊の教材性に基づく描画や工作，粘
土表現，造形遊び等の指導に活かしていく。
Ⅱ．実技教材の教材制作
図工科では他教科における単元を題材と称する。図工科の各題材には，次年度への前
提的学習の単年設定と，6年間にまたがる継続的学習の複年設定とがある。後者を「類
似する題材」という言葉で用いる。詳細に見れば，類似する題材にはその都度新しい素
材や道具の活用，技能と発想の育成事項が盛られ，類似するとは言っても学習内容は学
年単位で異なる。もとより題材には豊富な教材価値が含まれており，複年をかけて新た
な視点を加味し，類似する題材を段階的に扱っていく。いずれにしても，発達期の傾向
や能力に応じた学習経験と蓄積を通し，創造性や知恵を身に付けるよう学習内容が編成
されている。題材の単年と複年を問わず，表現を通して複数の自己を児童が展開できる
ような授業作りに向け，明確な教材観を確立し，それを反映した恒常的な教材制作に取
り組みたい。
本項は，小学校教員を目指す学生の実技制作を，授業者の教材制作の視点で考案する
ものである。各教材制作は，各領域別に低中高学年単位で設定し，それぞれ教材価値を
基に行う実技の技能面と発想構想面を主体に概要を述べ，それに類する素材と道具，制
作計画で構成する。
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1. 絵に表す
描画の代表的な題材には，技法面を主とした題材から，描画材の経験・偶然性を活か
した表現・平易な技法表現・混色の作成・濃淡と陰影の表現・空間構成の表現・線描表現・
面描表現，発想面を主とした題材から，色を楽しむ・思いつくままに絵で表す・見つけ
たことを絵に表す・構想を練って絵に表す・観察して絵に表す・構想を練って伝達する
表現・描画材をつくる，等があり，これら多面的な表現要素が描画題材で展開される。
他にも表現の志向別に多くの題材が設定され，また発達期別の素材や道具の活用及び技
法を加味すれば，表現の種類は更に広がる。
本項の教材制作では，描画題材の線描表現・観察して絵に表す・平面構成（デザイン）
を選んで示す。個々に，線と面による空間構成，技法の偶然性を活かした平面構成，形
態把握と重色表現，という美術表現となる。
　（1）教材制作Ⅰ
・題材；線描表現 /インク材による　　
・題材名；「たくさんの線から見つける形や模様」
・教材制作の観点
幼児期から小学校低学年に至る，なぐり描き（錯画期含む）とかたちの出現，前期図
式期，後期図式期に共通する描画法のひとつに線描がある。本題材は未だ線描が描画の
中核をなす低学年児童の傾向を念頭に置いている。教材制作の主旨は多数の線から形や
模様を見出す描画力であり，点線面の連続性による平面の空間構成が描画の視点となる。
ここでは予め描く形や模様を決めずに，インク材を使い軽い筆圧で無造作に多数の線
（なぐり描き）を画面全体に引く事から始める。線で覆われ錯綜した状態を出発点とし，
その画面に更に線描を重ねながら形や模様を見つけ，線描で面表現に繋げていく、とい
う制作の流れである。
形象化する形や模様の量や種類，大小，具象と抽象の別は問わず，思いつくままに描
くようにする。また，黒色の線描では濃淡表現，数種類の色の線描では色彩表現となるが，
どちらも余白部分との兼ね合いで線描を進めたい。線描では直線や曲線，長短（点描含む）
を取り入れ線表現の種類を試し，徐々に画面全体の構成も視野に入れながら，最終的に
は意図的な表現に向かわせる。
本教材での条件は描画材となるインク材の使用であるが，インク材の描画では描いた
線を消せない状態で描くという制約が生じる。インク材使用の設定には，当初から意識
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的な描画意図を持たせないだけでなく，自ら引いた線績という偶然的な描線が制約とな
り，その状態を起点に意識的に面的形状を描く必然を引き出すねらいがある。端的には，
感じ考えながら描くための制約であり，そもそも本質的な表現の自由性とはある種の制
約から生まれる。
無作為の線描の錯画から意識的な線描による面表現では，描くことと感じ考えること
の同質性，及び，偶然から必然へという思考の転換に意義を持たせたい。
・制作目標
発想構想面；
① インク材（ボールペンやロットペン）で無造作に引く線描の重なり（線績）から思
いつくままに形や模様を見つけて線描で描ける。
② 直線や曲線，線の長短という線描を組み合わせ様々な面表現に繋げられる。
③ 単色では濃淡，複色では色彩を考え，余白部分と調整を図り画面構成ができる。
技能面；
① 筆圧による線の強弱や，手首や腕の動きを利用し動的な線の旋回力や力感，静的な
調和感を出すよう描画材の活用を試みることができる。
・道具；ボールペン，ロットペン，油性フェルトペン（極細），竹ペン
・素材；ケント紙，インク，墨
・制作計画；①インク材の線描…90分
　（2）教材制作Ⅱ
・題材；技法の偶然性を活かした平面構成 /色を考えて
・題材名；「組み合わせて絵をつくる」
・教材制作の観点
　本題材は，5種類の技法表現を組み合わせて絵を構成するという二段階構成の平面
表現である。第一段階の技法表現では各特性を活かした色彩表現，第二段階の絵の構
成では，各技法で表したものを素材として，それを切り貼りして組み合わせるコラー
ジュ表現が学習内容となる。この題材は構成力や想像力，手の動きが増す中学年を対
象に設定する。
　技法の遊びには十数種類があり，図工科では難易度別に幅広く扱われる。各技法の
偶然的な表現効果が特徴であるが，授業者が身に付けたいのは，各技法の特性とそれ
を活かす仕組みの理解である。偶然的表現と色彩の関連を軸に，技法の遊びを実験制
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作の立場で取り組みたい。下記に本教材制作で扱う 5種類の技法の遊びの手法と特性
を示す。
①マーブリング
　大理石模様や墨流しと呼ばれる技法。バットに張った水面上に彩色液を数種類浮か
べ，指の動きや息の吹きかけで水面を動かし，彩色液が自然に模様を描けるように施
し，それを乾いた紙で写し取る手法。水の動きが作る細かな襞状の色彩模様が特徴。
②バチック
　油性と水性の反発を活かした技法。紙に油性のクレヨンで強めに塗り，その上に薄
く溶いた絵具を塗る手法。クレヨンと絵具の色の配色効果と反発効果が特徴。
③スパッタリング
　霧状の絵具が織りなす淡彩的な技法。紙に向け，薄く溶いた水彩絵具の付いたぼか
し刷毛を金網に連続的にこすり付け，粒子状の絵具の飛沫で模様を描く手法。線状や
面状の模様が層を重ねて色の混色や重色，濃淡を生むのが特徴。
④ドリッピング
　絵具の点状・線状・面状の不規則な模様をつくる技法。別名はアクションペインティ
ング。一定距離から紙に向け水彩絵具を筆で飛ばす・ぶつける・跳ね付ける，或いは
紙面に付着した絵具をストローで吹く，紙を振る等の操作による模様作りの手法。点
線面の大小様々な絵具の動きが混色や重色を生むのが特徴。
⑤デカルコマニー
　転写技法。二つ折りの紙の片面に絵具を置き畳んで出来る模様，或いは，水で湿ら
せたケント紙に絵具を置き，塩化ビニール板等の透明な板で前後左右に押し回し絵具
と水を絡めながら模様をつくる手法。絵具と水による襞状の混色と濃淡の模様が特徴。
本教材における技法の遊びはそれ自体が豊富な表現性を持つが，それに続くコラー
ジュ制作に向けた素材作りという側面もある。この関係を食物栽培と料理に喩え，素材
を活かす味付けと調理法が 5種類の技法の特性とコラージュ手法に相当する。端的には，
作品の物質性と表現性の全てを手掛けるという教材価値である。従って各技法の習得と，
技法の特性を活かした平面構成（デザイン）が本教材制作の主旨となる。
コラージュ制作の素材では全 5種類の技法の使用を条件とするが，各素材の量，主題
設定，具象や抽象の選定，支持体の形状（規範の長方形に限定しない）等は制作者の裁
46
量に委ねる。基本は，ラフスケッチ・下絵考案・素材の線引き・切断・接着という制作
工程と，部分制作と全体制作の相互性を理解した段階的な制作法を考案し，合理的で適
正性のある切断法と接着法を理解する事である。
・制作目標
発想構想面；
① 5種類の技法の模様と配色を考えた表現ができる。
②  5種類の技法の模様，色の対比や調和，濃淡や明暗を活かし組み合わせた平面構成
ができる。また，造形要素の点線面の連続性を発展的に捉えてかたちを考案できる。
③ コラージュの段階的な制作工程と，部分と全体を考えた制作を実践できる。
技能面；
① 安定性や安全性を念頭に，定規とカッターナイフの組み方，鋏や手による紙の適正
な切断法を習得できる。また，曲線状の切断では紙を動かして切断する等，合理的
な切断法を行える。
② 接着剤の適量使用と指の使い分けによる塗り方，接着用下敷（新聞紙等）の使用法，
大きいものから小さなものへという貼付の順序を理解した接着法を行える。
・道具； バット，パレット，水入れ，塩化ビニール板，金網，ぼかし刷毛，絵筆（丸 /
平），定規，コンパス，鋏，カッターナイフ，カッターナイフ用下敷，ピンセッ
ト，穴あけパンチ
・素材； 5種類の技法の遊び，画用紙，ケント紙，新聞紙，不透明水彩絵具，マーブリ
ング用彩色液，クレヨン，鉛筆，合成糊，ふえき糊
・制作計画；
①マーブリング・バチック・スパッタリング…90分
②ドリッピング・デカルコマニー　…90分
③色彩学習と下絵作成…90分
④素材への線引き・切断・接着（部分制作）…90分
⑤素材への線引き・切断・接着（部分制作）…90分
⑥部分制作から全体制作…90分
　（3）教材制作Ⅲ
・題材；観察して絵に表す /透明水彩絵具を使って
・題材名；「透明水彩絵具で描く静物」
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・教材制作の観点
視覚的写実表現期にあたる高学年児童は，徐々に客観的な見方や考え方が高まり，対
象を見たままに描こうとし始める。現実の再現の試み，即ち写実的表現に視点は向かう
が，これは児童と対象との関係性の変化に起因する。対象の何を描くのかという主観で
はなく，如何に描くのかという客観的な意識が台頭していく。しかし，これに反比例す
るかのように表現技術の未熟さが描画表現の壁として立ち塞がる。
ここでは対象の形態把握と陰影表現という，観察による表現を課題に教材制作を行
う。対象物はかたちが分かり易く，彩色の容易な明るい色の果物を選ぶ。対象の形態把
握については球・円柱・円錐の基本形態で考える。対象物のかたちを観察し，基本形態
から近似の形態を選び，鉛筆デッサンで形態の簡素化と複雑化を通し対象物のかたちに
近づける。色彩表現の下描きであるためラフスケッチの輪郭線でかたちをとる。
混色と重色の方法について触れておく。混色には，二色以上の色をパレットで混ぜる
方法と，画面となる支持体（紙・布・板，等）に塗った色が生乾きの状態で新たな色を
混ぜる方法，という二種類がある。重色とは，支持体に塗った色が完全に乾いた状態で
新たな色を重ねて塗る方法である。重色効果は透明水彩絵具で行い，下の色と上の色が
重なり透明感のある色彩が得られる。この場合，同じ二種類の絵具の組合せは混色と重
色とでは異なる色彩となる。
本教材制作では混色表現よりも，透明水彩絵具の重色表現による対象の再現に重きを
置く。重色表現は彩色を段階的に施すのが基本で，対象物の固有色は色を重ねて得られ
易い。対象物の陰影は最終段階で仕上げるが，一般的には固有色の補色を中心に重ねて
いく方法を採る。この場合，やや多めの水で溶いた絵具を薄く重ねていくと安定的な重
色効果が表れる。
また，彩色では対象物と周囲を分けて描かずに，表現対象物が置かれる場所や背景を
同じ空間にあるものと見なし，画面全体で彩色を進めていきたい。個々の固有色に囚わ
れ彩色を施すのではなく，部分と全体の色合いを調整しながら重色効果のある彩色を行
う。換言して，何もない場所に対象物を置き影ができる状態を描く，と捉える。対象物
と空間を単色に近い淡彩で薄く描き重ねていき，画面空間の状態を確かめながら徐々に
現実感に近づけていく。端的には，光と影による対象の存在感の表現なのである。
・制作目標
発想構想面
①基本形態を基に対象物のかたちをラフスケッチで描ける。
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②対象物と背景の位置関係を混色と重色で彩色を考えられる。
③ 対象物の肌触りや起伏等の特徴を観察し，その状態を混色や重色を使い分けて描け
る。
④ 単色に近い淡彩表現，明度の高い色から低い色へ，等の段階的な彩色法を理解でき
る。
⑤ 部分と全体の関係を確かめながら，補色同士の重色による陰影表現や，色彩の対比
と調和を考えた色彩表現ができる。
技能面
① 絵具と水の混合配分を考えた混色表現と，乾いた色に別の色，或いは補色を薄く重
ねて描く淡彩の重色表現を行える。
② 描く面積や描法に基づく丸筆・平筆・面相筆の三種類の活用法を覚えられる。
③水彩紙の高い発色性と吸水性という特性を知り，それに合わせた描法ができる。
・道具；丸筆，平筆，面相筆，パレット，水入れ，画板，布，消しゴム
・素材；ワトソン水彩紙，透明水彩絵具，鉛筆（HB）
・制作計画；
①対象物のかたちの輪郭と周りの事物のラフスケッチ…30分
②全体的な淡彩表現…60分
③部分の淡彩表現（混色）…30分
④部分の淡彩表現（重色）…60分
2. 版に表す
図工では，凸版形式の型押し版画（低学年）紙版画（低学年）木版画（中高学年），
凹版形式のドライポイント（中高学年），孔版形式のステンシル版画（高学年）シルク
スクリーン版画（高学年）が題材に挙げられる。
版画教材は各版形式の特性や制作の段階性，素材と道具の活用等，学習活動は幅広い。
同じ平面表現の描画とは違い，版画は工程の理解と技能を要する。各工程は異なる制作
内容ではあるが，ひとつの志向に向け各段階には連続性があるのが特色である。また，
版形式により表現も多様である。更に，一部のモノタイプ（型押し版画やステンシル版画）
を除き，版画は同じものを複数つくれるという特色があり（複製），加えて何度も試し
ながら製版や印刷を進められる面もある。もとより版画は，仕上がるまで作品の全容が
見えないため，思い描く図像に向け想像力を働かせ，版の状態を確認し試行錯誤を繰り
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返す作業となる。端的に，版画はその媒体性から豊富な教材性があると言える。
素材と道具も版形式で異なる。素材に関しては，型押し版画では手指や足及び僅かな
凹凸がある自然物や身辺材，紙版画では画用紙や厚紙等の紙素材，木版画ではシナベニ
ヤ材や和紙，ドライポイントでは塩化ビニール板，ステンシル版画では型紙，シルクス
クリーンでは絹という版材や支持体，溶材では色別の水性版画インクや絵具等が挙げら
れる。道具も切断道具，ローラー，彫刻刀，練べら，インク練版，ばれん，版画板，ニー
ドル，スポンジ，スキージ等である。
版画は他の表現媒体に比べ技術的要素が強く，芸術表現の版画に至っては技術性不在
の表現は皆無に等しい。翻って，図工科の版画教育では学習は技術面の理解から始め，
技能面である素材と道具の活用法を手段とし，そこから発想を引き出させたい。版画は
技能と発想の同時進行の度合いが高い表現媒体と捉え，指導は「何を表すのか」と「如
何につくるのか」を連動させて行う。
題材については発達期の傾向と版形式の特性に絡め適宜設定していく。その対象は版
による造形遊び，構想を練って版に表す（生活を振り返り），構想を練って版に表す（物
語から），見付けたことを版に表す（身の回りの風景から），見付けたことを版に表す（働
く人の姿から）等が挙げられる。
　（1）教材制作Ⅰ
・題材；凸版形式による版表現（型押し版画による造形遊び）
・題材名；「押して転がして写る不思議な模様」
・教材制作の観点
　本題材は，土や泥が付いた手足を壁等に押し当て，その痕跡を楽しむ幼児期の遊び
を発展的に題材化した低学年対象の版表現である。版形態は凸版の原型とも言える簡
素なもので，自然物と人工物を版材に印刷溶剤の不透明水彩絵具で型押しを行う。具
体的には版材の凹凸のある表面や断面に絵具を塗り，それを紙に押し当てたり転がし
たりして現れる様々な模様や表情を楽しむというものである。従って，授業者の教材
制作では図像表現の工夫や配色構成が課題となる。
　型押し版材の選択は押しの圧力と写り具合が見合う材質で考える。手指は無論の事，
自然物では枯葉や板材の表面，貝殻の半面，ピーマンの断面等，人工物では段ボール
材の側面，ゴルフボールの表面，皺状の新聞紙，凹凸面がある容器，麻紐や糸等の，
起伏や凹凸があり多様な模様を表出できる素材を収集する。
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　刷りでは，明快な図像表出に十分な絵具の分量を版材に盛る事や，型押しの強めの
圧力という技能と，造形的な点線面が錯綜する画面構成や配色効果という発想を主眼
に行う。また，色彩と造形の構成や版材を違えて数種類の版制作を試みたい。
・制作目標
発想構想面
①凸版形式の原理に基づく型押し法を理解できる。
②版材の表情や模様を活かした表現を，点線面の造形要素から考えられる。
③混色や重色を効果的に配し，画面の色彩構成を工夫しながら刷りを行える。
技能面
① 版材の表面や断面に適量の水彩絵具を絵筆で塗り（盛り），刷る圧力を調整しなが
ら型押しを行える。
②版材を押し当てる，転がす，重ねる等の印刷法を習得する。
・素材；型押しに適した身近な自然物と人工物，版画用和紙，不透明水彩絵具
・道具；カッターナイフ，フェルト，パレット，水入れ，絵筆（丸 /平 /面相）
・制作計画
①版材の切断等…20分
②刷り（数種類）…70分
　（2）教材制作Ⅱ
・題材；凸版形式による版表現（木版画）
・題材名；「働く人の様子を木版で表す」
・教材制作の観点
　木版画教材は中高学年でそれぞれ設けられ，個別に線彫りと面彫りの表現に重きが
置かれる。これは発達期別の対象把握の違いから分けられ，線描中心の中学年と面描
中心の高学年という各傾向を前提としており，描画表現の後期図式期から視覚的写実
表現期への移行性は木版画の彫りの違いにも表れる。また，中高学年児童の思考力の
発達を踏まえ，計画性を要する木版画制作では，各工程の理解と連続した製版法が課
題となる。
　教材制作では線と面の造形性を組み合わせた木版画表現で行いたい。木版画の製版
工程は下描きと彫り，刷りの三段階の内容を示す。
　下描きには，鉛筆や墨等で線画の輪郭を版木に直接描く，線画の輪郭を描いたもの
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をトレース紙（鉛筆）やカーボン紙（ボールペン）で版木に転写する，和紙に墨で線
描と面描で下描きを施しそれを版木に貼る等の方法がある。但し，刷りの図像の非反
転と反転の別により，下描き法の選択と活用は更に分けられる。また，図像の下描き
は彫りや刷りを想定した表現を前提とし，彫刻刀の特性を考えた線表現や面表現，刷
りによる黒白の配分という構成面が基本となる。更に，表す対象の大小や重なり，動
きや構図，奥行等は描画の考え方と重複するが，違いは木版画特有の平面性であり，
線と面の織りなす造形で下描きを考えたい。ここでは題材名にある通り対象の人物の
動きを捉え，対象の位置を明確にした空間構成を試みる。
　彫りでは，丸刀・三角刀・平刀・切出し・ニードルという五種類の彫刻刀で使い分ける。
ニードル以外の四種類にはそれぞれ刃の大小があり，彫りに合わせて選択し活用する。
その基本は線彫りと面彫りの違い，彫りの長短や大小，直線彫りや曲線彫り，彫りの
密度であり，彫り具合を試しながら進めていく。彫らない凸面と彫る凹面がそのまま
刷りの黒と白になる事を念頭に，彫刻刀の彫り痕の味わいを活かし，過度に彫り過ぎ
ないよう注意深く版の状態を確認したい。ある程度彫りを進めた段階で試し刷りを行
い，彫刻刀の彫り具合や黒白の状態を確かめ，更に調整して彫る，という彫り進み版
画の方法を導入する。
　刷り（試し刷り含む）には単色と多色があるが，ここでは前者で行う。版画用水性
インクをインク練板上に練べらで伸ばし，適度のインクの量でローラー面に均一に押
し均し，それを版木に均一に盛るという作業の単一性が刷りの基本となる。版木全面
の凸面にローラーで上下左右に押し均して均質な黒白表現，つまり木版画の平面性が
生まれる。また，木版画では印刷紙に版画用の厚めの和紙を使うのが一般的である。
インクが盛られた版木に和紙を被せ，版の中央から放射状にばれんで円を描くように
押し回しながら全面に均一に圧力をかけるが，これも均一な黒の表現を生む方法とな
る。
　要するに，版木へのインク盛りと印刷紙への刷りの均一性は等価にあり，更に下描
きと彫りもこれに向けた製版法であると見なすことができる。その意味で木版画制作
は図像の大まかな完成図が起点となる。しかし，段階的かつ計画的な手法にあるとは
言え，木版画の独自性は彫りの過程で直面する不確定な表現要素であり，それは試み
と探究の反復にある表現本来の不透明性や不確実性，還元して可能性でもある。これ
は木版画に限らず仕上げまで全容が見えないという版画一般に共通した性質であり，
つくりながら見つけるという表現の典型であると言えよう。
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・制作目標
発想構想面
①凸版画形式の原理を理解した製版を行える。
② 選択した下描き法に基づき，黒白の配分を想定した線や面の表現，対象の大小や重
なり，動きや構図，事物の位置関係等を平面的に構成した図案を考案できる。
③ 凹面と凸面の関係を理解し，種類別の彫刻刀を活用し，彫り残しや彫り痕の良さを
活かせる。また，試し刷りで彫り具合を確かめて調整しながら，見通しのある彫り
を進められる。
④木版画の段階的な製版法を理解し，計画的な工程を進められる。
技能面
① 丸刀・三角刀・平刀・切出し・ニードルという彫刻刀の適正性のある活用法を覚え，
その違いを組み合わせ密度のある彫りを行える。
② 彫刻刀の線彫りと面彫り，彫りの長短や大小，直線彫りと曲線彫りを試みることが
できる。
③ インク練板に練べらでインクを盛り，ローラー全面にインクを均一に均し，それを
版材に均一に押し均し，版材に被せた和紙を中央から放射状に円を描くようにばれ
んで押し回し前面に均一に圧力をかける，という刷りの手法を行える。
・素材； 和紙，墨，鉛筆，トレース紙，カーボン紙，シナベニヤ，糊，版画用水性イン
ク
・道具； ボールペン，彫刻刀（丸・三角・平・切出し・ニードル），版画板，インク練板，
インク練べら，ローラー，ばれん
・制作計画
①下描き考案と版木への転写…60分
②彫り（試し刷り含）…210分
③刷り…90分
　（3）教材制作Ⅲ
・題材；孔版形式による版表現（ステンシル版画）
・題材名；「型紙で色付き版画をつくる」
・教材制作の観点
線と面の関係を造形的に構成できる高学年対象の題材である。教材制作では，孔版形
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式の原理による製版と印刷の技法，各工程の内容を把握する。
ステンシル版画では型紙を版材（原版）とする。孔版原理に基づくステンシル版画の
製版方法は次の通りである。まずは，切り抜き部分と切り抜かない部分を決定し型紙に
下描きをする。続く切断はこの下描き線に沿い行う。型紙の四方の辺を枠とし，その内
側を複数の穴の状態に形を切り抜き，枠と繋がる線状と面状の型がその形（穴）を囲む
切断となる。切り抜いた空洞以外は全て繋がる状態を作る事は型紙の定形である。切断
の前に非切断箇所の枠と，型となる線状や面状の繋がりを確認したい。
型紙を切り抜く形は切り抜かない線状や面状と同次元で捉える。具体的には，表す図
柄の形（穴）や構図の考案を，型紙の線状の太さや長短，直線や曲線，面状の形や大小
の考案と並行して行う。また，図柄の具象抽象の別は問わない。
印刷は，製版した型紙を印刷紙（黒画用紙）に固定し，水を混ぜずに不透明水彩絵具
をスポンジに付着させ，それを形（穴）に直接押し当て色を刷る，という方法である。
凹版や凸版とは違い下描きの像は反転しない。その写り具合はスポンジを押し当てる力
加減とスポンジ表面の微細な起伏がつくる粒子状の絵肌（マチエール）が特徴である。
但し，この絵肌が活きるには，スポンジ表面全体に薄く均一に絵具を均した状態をつく
るのが条件となる。
印刷時での黒画用紙の選定は，型紙の枠・線状・面状になる黒の画面と対比した鮮明
な色面効果を引き出すのが理由である。その表現は単色並びにパレット上や画面上の混
色で色刷りを進めるが，刷りは部分単位ではなく画面全体を段階的に行う。
最初は白を混色した明度の高い色相を全面に軽く押し当てるように配し，徐々に色味
を加え，押し加減を調節し，配色を確かめながらイメージした色調に近づけていくとい
う考え方を採る。その際，広がりのある色の関係性を生み出すよう，個別の形内に限定
しない横断的な色印刷を行う。予め想定する配色に囚われず，色刷り効果の観察と修正
を通し，新たな色の発見へ繋げるという意識で取り組む。また，ステンシル版画はモノ
タイプ形式により，同じ型紙で複数の作品制作が可能であるため，配色が異なる数種類
の作品制作を試みたい。
・学習目標
発想構想面
①孔版画形式の原理を理解した製版法を行える。
② 下描きでは，型紙の枠（1.5cm幅）に繋がる線状と面状の大小や長短，直線と曲線，
形状の簡略化，変化や強弱という視点で，型紙の図柄や構図を考案できる。
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③ 最初に白を混色した明度の高い色で全体に配し，単色や混色による配色を考え，色
味を加え調整していくという，黒画用紙を活かした段階的な彩色印刷ができる。
④ 下描き・型紙の作成・切断・印刷という孔版形式の工程を理解した，計画的な製版
法を進められる。
技能面
①切断箇所の形状に合わせ，大小のカッターナイフによる適正な切断を行える。
② 印刷方法では，水を混ぜない水彩絵具スポンジ表面に薄く均一に絵具を均す状態を
つくり，スポンジの押し加減による刷りの方法を覚え，粒子状の絵肌効果を表出で
きる。
・素材；鉛筆，フェルトペン，不透明水彩絵具，型紙，黒画用紙
・道具； 定規，コンパス，カッターナイフ，カッターナイフ用下敷，紙パレット，クリッ
プ，スポンジ（表面が微粒状のものを多数）
・制作計画
①下描きと型紙への線描き…90分
②型紙の切断…120分
③刷り（数種類）…180分
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